
症例 12 ●48歳  男
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●大動脈弁狭窄兼閉鎖不全症,僧帽弁狭窄症の患者 .

1)I, Ⅱ,V.の P波 をどう考 えるか 。



①

一融一
僧 帽 性 P波ヮ 左 心 性 P波,左 室 肥 大 ,非 特 異 的 心 筋 傷 害
I,Hで 幅広 く結節が ある P波 (僧帽性 P波 ),  ある。 II,Ⅲ,aVF,V6に 水平 ～下向型の ST
V.で幅広 く,深 い陰性部分 を有す る P波 (左′己、  低下 (0.5～ 1.5mm)と 2相性 T波,左室肥大は
性 P波 )。 馬 の R波36mm,馬 の R波28mm,Rv5  あるが非特異的心筋傷害 と考 えて よい。
十Svlは 56mm, Rv6+SVlは 48mm, 左室肥大で

MEMO くイ曽帽 `性 P波の典型的パタン〉
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I, Hで幅広 く (0.:2秒 以上 ),2峰性の P波
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